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く
の
際
問
一
伯
父
診
静
ま
ず
。
ハ
時
間
会
総
〉

下
は
紛
ら
ゑ
い
主
う
十
月
に

に
し
ま
し
さ
h
J

刊

鑓

易

関

勢

調

夜

、
醐
間
刻
U
V
波間潤

K
H
m

実

施

い
た
勝
は
オ
ぞ
お
銭

で
よ
く
洗
う
と
と
。
同
国
勢
粥
胸
骨
溜
攻
法
品
停
に
主

影
山
町
議
加
問
中
肉
お
る

松
町
々
か
ら
向
同
撒
帽
に
紛
い

て
抑
柄
拘
熱
線
騨
党
府
中
哨
に
あ
っ
た

蹴
静
山
同
慾
太
郎
氏
ハ
貌
防
総
V

役
会
る
五
月
二
十
九
日
死

去
さ
れ
た
。

災
時
弘
昭
和
二
十
一
一
年
閥

同
月
か
ら
町
政
に
携
わ
型
、

町
議
と
し
て
選
続
二
期
勤

め
ら
れ
た
が
、
巡
回
串
篤
実

な
人
税
で
知
ら
れ
て
い

た。
官
叩
仙
紙
中
学
校
臨
時
総
出
同
時

総
食
仇
臣
官
仰
れ
て
、
そ
の
隣
地

紋
ぷ
齢
別
カ
し
代
後
机
炉
、
ム
γ

も
附
附
の
帥
附
仰
い
酬
や
る
機
材
仏
。

こ
の
創
刊
栓
脇
陣
h
u
k
晶刊に

安
ら
か
た
る
悶
附
b
wい
づ
か

れ
ん
事
在
一
航
る
.

民.〉



(2 ) 

「
新
町
建
設
計
甑
」

議
行
令
目
指

L

仙
納
税
貯
蓄
組
合
の
議
選
え

第お

務
総
同
制
ム
や
そ
の
陥
惜
の
{
五
線
機
関
配
激
闘
加
附
附
す
る
と

今
日
ほ

y
ぬ
将
殿
紛
糾
mw
怒
紳
揖
釘
肝
不
帰
間
後
及
、
点
営
紋
総
代

未
開
で
あ
る
と
跡
離
れ
も
が
考
察
ナ
る
と
じ
ろ
怜
旬
、
あ
る
が

革
問
が
科
孫
子
一
主
焚
け
る
財
政
の
運
営
も
、
翌
三
必

定
あ
っ
て
も
品
駒
田
純
善
明
3

・
同
長
嶋
田
う
犬
変
愛
媛
ア
ペ
愛
飲

総
に
獲
一
滋
し
て
い
る
と
と
は
叉
緩
め
ぬ
泰
突
で
あ
り

ま
ず
。獄

中
間
同
月
二
十
九
日
浅
町
村
mwA
山
口
俊
夜
間
地
る
に
及
び

A
W
批
判
侠
滋
法
的
本
設
に
お
っ
て
み
〈
後
緩
や
附
の
一
大
建

絞
計
一
間
社
交
榔
惜
し
、
そ
の
弘
一
間
一
滋
m
u

一
級
紙
瀦
手
し
つ
包

あ
る
と
と
ば
如
何
開
閥
会
役
柄
引
出
向
h

闘
す
る
と
と
み
で
あ
事
堂

ナ
が
、
ー
そ
の
叫
制
師
側
駒
内
終
段
開
制
靴
合
併
第
}
同
帯
設
制
問
診
総

裁
け
れ
間
以
開
明
ら
か
取
灼
く
、
町
民
の
文
化
品
約
一
級
縁
地
欄
場
燃

の
鵠
却
の
犬
家
業
計
一
一
闘
で
あ
る
と
と
に
は
お
遂
な
い
の
℃

あ
ち

J

・
ま
す
。
一
服
し
て
こ
の
次
化
柿
制
緩
一
総
描
桐
途
mw
建
設
計

一
級
に
績
を
つ
け
、
援
に
出
到
の
ぬ
ゆ
る
も
の
と
し
、
し
か
も

そ
の
議
惣
に
到
達
せ
し
め
る
た
め
に
ほ
、
一
人
の
町
長

端
、
機
悶
倒
の
カ
に
よ
づ
て
の
み
爽
激
し
ょ
う
は
守
山
?
な
く

そ
の
附
内
務
mw
婚
細
川
弘
対
日
高
一
人
一
人
の
カ
氏
主
っ
て
幾
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
b
ま
4
7
0

何
設
な
れ

W
M
W災
各
畿
の

税
金
に
‘
よ
っ
て
の
み
こ
の
計
一
似
の
姦
付
け
と
な
る
か
ら

で
あ

F
ま
す
窃

戸
、
時
制
緩
酬
貯
酬
齢
制
帆
品
開
と
は

と
a
A

で
向
叫
開
閣
の
跡
潤
蛾
慨
に
紙
刊
に
郷
後
カ
を
長
闘
聞
い

T
る

と
と
捻
、
大
我
孫
子
隠
の
泌
総
の
た
め
に
我
孫
子
町
総

絞
設
闘
の
爽
混
記
録
制
惜
し
て
お
間
後
一
以
必
申
J

約
様
相
桝
内

に
約
め
て
滋
く
」
と
と
柄
、
k
u
p
議
ナ
。
そ
の
た
め
に
没

ど
う
し
て
も
H

胃
袋
、
が
ら
総
裁
に
鍛
え
℃
然
綴
予
金
を
し

て
緩
く
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

M
L
m
w
カ
泌
が
摘
刺

殺
桝
貯
漆
柑
概
念
で
あ
担
ま
す
。
と
め
統
合
と
は
姉
刺
殺
す
る

た
め
の
滋
総
金
在
予
金
ず
る
た
め
終
十
大
以
上
mw
人
が

由
民
主
約
に
緩
ま
っ
て
柑
組
織
し
た
も
の
で
、
総
合
後
作
滋

ん
で
総
合
同
闘
の
名
綴
と
絞
異
的
…
名
簿
を
抑
町
一
授
に
附
捌
け
山
肉

食
と
昔
は
じ
め
て
抑
制
令
と
し
て
の
努
力
が
お
す
る
わ
け

マ
ナ
。

同
一
、
納
税
貯
参
加
槻

A

品
目
を
作
る
と
ご
ん
な
特
典
が
る
る
か

約
税
制
開
会
に
知
加
入
す
る
と
組
問
時
怖
や
綴
滋
甘
い
絞
っ
て
潔

別
問
と
し
て
務
淡
予
金
の
利
子
に
は
税
金
が
細
部
せ
ら
れ
ま

せ
ん
。
ぬ
問
機
帥
綱
引
?
A置
が
都
合
に
よ
っ
て
不
足
を
ゑ
h
叫抑

制
崩
曲
作
に
楠
納
税
制
炉
問
来
な
い
と
き
で
も
後
校
総
余
の
遊
が

開
聞
け
て
い
ま
ナ
。
一
織
に
予
会
創
刊
子
役
説
H

拘捌吊
d
A
就
よ
り
も

一
一
一
極
乃
議
一
一
…
凶
慨
す
附
く
ナ
ら
と
と
に
ふ
な
っ
て
い
ま
ナ
。
そ

の
他
町
で
は
特
に
偽
刺
激
縄
問
効
滋
剖
憶
を
設
け
て
軸
刺
殺
抑
制
令

に
対
し
て
ム
択
の
綴
蕊
臓
機
時
川
会
党
交
付
し
て
い
斐
す
α

出
品
開
殺
得
議
開
偶
食
数
本
線
俗
資
金
の
交
付

網
開
滋
総
会
を
作
る
と
そ
の
総
会
記
作
時
?
?
と
す
る
人

数
ぷ
応
じ
て
地
中
総
資
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
九
と
の
準
備
間

金
で
総
合
の
然
金
績
を
作
っ
た
h

夕、
N

保
税
献
な
阿
慨
拙
押
等
在

報可子害義我昭和初年 6月

と
の
人
数
仰
い
主
ク

蛸
糊
山
林
次
の
遜

P
で
す
。

て
組
合
間
月
十
人
以
上
二
十
九
人
訟
で
議
千
円

一、

u
H

一
一
一
十
人
以
上
凶
十
九
人
説
明
、
滋
千
五
玄
湾

…、

M
H

双
十
人
以
上
の
場
合
火
予
開
門

例
的
制
緩
終
腕
糊
金
め
交
付

楠
刺
激
級
品
官
が
総
合
同
問
の
税
金
在
取
怒
め
て
納
制
作
し
た

縄
問
令
一
は
衣
の
滋

9
約
数
取
扱
韓
関
数
金
UF
交
付
さ
れ
ま
ず

一
、
約
期
限
内

κ紋
緩
め
て
約
め
た
穏
合
設
約
め
た

貌
の
百
八
宵
の
ム
ハ

一
、
納
期
制
押
に
奴
緩
抗
却
で
輪
開
め
た
場
合
は
約
め
た
絞

め
百
八
匁
の
一
一
一
ハ
調
惜
し
尚
一
吋
絞
係
皮
肉
刊
の
も
の
に
組
関
る
〉

以
ふ
の
主
ち
に
柿
抑
制
部
総
合
に
上
っ
て
姉
抑
制
惜
し
た
場
合

政
大
耐
概
念
終
曲
慨
を
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す

J

。
特
典

が
あ
る
か
ら
納
税
総
合
在
作
る
み
」
添
う
だ
け
で
な
く
、

諮
問
機
た
総
会
が
気
持
よ
く
約
ま
る
と
場
開
告
と
と
か
ら
、

滋
夜
我
孫
子
町
勺
は
次
の
遜
詩
J
火
災
の
総
合
が
仙
削
減
さ

れ
、
そ
の
印
刷
会
的
淡
繍
問
時
弘
強
め
て
良
好
で
あ
り
ま
す
。

mw

焼
役
割
刺
殺
防
抑
漆
級
会
の
滋
況

総

合

の

喜

一

通

一

閥

会

後

初

術
後
上
同
時
延
命
寺
柑
組
合
出
日
十
必
お
…
足
立
後
綴

糊
内
線
交
隊
第
七
縫

H
H

一
十
二
名
い
揮
出
弁
淳
一
一
一

部
門
第
九
班
グ
一
令
名
一
一
村
崎
階
的
相
同
月

時
間
然
b

引
は

g

一
六
各
一
制
制
限
中
山
山
ま

同
同
僚
八
附
執
務
六
滋
M
m

一
二
十
一
一
…
名
一
級
刷
機
会
太
郎

間

務

一

…

…

滋

グ

一

十

一

各

一

俊

総

波

間
一
一
一
了
間
目
グ
…
五
十
五
名
一
鈴
木
市
交
之
腕
明

朗
刊
第
五
区
第
八
一
級
グ
…
十
一
五
一
大
相
捕
後
設

中
仙
町
第
五
時
組
合
一
気
十
八
名
一
品
位
中
小
竹
滋

ぷ

持

制

木

グ

ニ

バ

十

匂

名

…

海

老

原

終

窓

口

村

時

的

グ

一

五

十

九

竺

増

留

信

雄

下
部
材
中
小
務
…

p

…
十
六
議
…
悶
同
村
清

抑
制
北
総
数

M
M

一
三
十
会
…
鈴
水
仁
効

市
中
絡
下
仰
が
二
五
十
七
点
明
…
総
務
幾
太
師
陣

下

新

中

小

H
H

一
一
ニ
十
七
名
一
日
災
n
H

縦乞

古
関
戸
グ
一
四
十
七
名
一
山
総
遂
憾
堂
開
門
附
州

場

滋

一

M
M

一
一
一
一
十
九
名
一
出
市
紙
禁
問
中
A
潟

市
中
崎
町
ム
グ
一
八
十
間
関
袋
一
番
制
智
掛
間

後

孫

子

hu

一
八
十
七
議
…
鈴
木
和
窓
口

判

抑

制

剛

H
H

一

十

一

各

一

中

村

治

樹
齢
燃
料
判

m
p

一
二
十
七
翁
竹
林
三
師
時

閣
制
戸
判
判
明
間
グ
三
一
十
一
名
…
日
明
帯
設
議

λ

官

僚

一

七

五

六

冬

一

一

二

柑

組

合

以
上
が
袋
内
川
町
校
於
け
る
約
検
貯
蓄
総
分
mw
榔陥商討で

あ
主
ま
す
が
、
却
制

W
K
訟
A
J

て
か
ら
m
羽
海
銭
前
叫
の
ふ
附
叫

に問地
A
W
寺
給
料
例
制
制
A
W
M
伊
総
裁
し
た
協
い
か
各
湾
問
聞
に
も
松
川

ま
れ

Z
う
と
し
て
務
担
ま
す
。

制
悦
糾
明
割
問
で
は
附
町
制
相
会
批
約
一
券
投
M

が
て
当
額
の
臨
悦
務
日
付

制
限
の
則
的
一
慨
に
つ
い
て
お
淡
数
し
ま
し
六
織
り
、
大
い
引
丈

納
税
州
問
点
前
哨
影
立
と
、
之
が
耐
諮
問
同
総
化
に
?
と
め
ろ
卦
財
研
闘

で
す
か
ら
PW凶
民
会
佼
の
琢
離
す
倒
防
榊
カ
を
努

K
希
望
一
致

し
ま
し
て
務
相
判
斡
世
間
誼
に
寄
与
致
す
も
の
で
あ
聖
ま
す
。

議
溺
の
予
防
に
つ
い
て

鮒
神
淡
哨
削
除
ナ
ベ
て
、
人

開
聞
と
抑
制
相
側
関
闘
と
、
人
間
閣
に

う
つ
る
恋
で
の
ぷ
淡
路
mw

一
一
一
づ
が
る
っ
て
、
紳
納
ま
る

も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
州
問

尉
摘
を
た
く
す
る
に
は
、
ピ

め
が
の
一
つ
を
た
く
す
れ

ば
Z
い
わ
け
目
で
す
。
加
出
掛
間

人
制
州
在
訟
く
す
る
と
と
は

山
間
飛
ま
せ
ん
か
ら
、
悼
柄
源

相
問
、
制
岬
色
門
機
炎
瓶
糊
在
感
染

路
を
撚
一
同
則
す
れ
ば
エ
い
わ

け
に
な
き
ま
す
O

中
部
総
に

つ
い
幻
て
も
脳
内
じ
と
と
明
、
す

か
ら
そ
れ
に
つ
い
だ
総
べ

て
党
ま
し
主
う
。

一
、
感
染
潔
を
な
〈
す

あ
ω

』と

出
品
穏
や
綴
樹
間
響
か
ら
品
酔

榔
体
さ
れ
た
務
総
樹
闘
を
す
ぐ

始
末
し
て
ヱ
去
に
伯
尚
ま
ら

な
い
よ
う
に
十
d
w
O
V
い
と
で

す
。
そ
の
た
め

K
総
隊
緩

め
学
級
路
間
見
、
問
問
的
関
剤
入
時
以

入
院
、
波
注
排
滋
汚
染
移

転
附
油
会
に
拙
伺
蒸
す
る
と
と

明、す。同
一
、
円
絞
殺
終
絡
を
し
ゃ

と
れ
ば
総
数
制
附
か
科
的
閣

の
人
の
ロ
忙
樹
闘
が
欄
地
ぼ
れ

な
い
よ
う
忙
ず
る
ア
い
と
で

ナ
。
で
す
か
ち
細
舗
を
滋
冷

し
た
里
、
認
が
と
ま
φ
て

食
品
物
が
渇
さ
れ
た
い
主
う

に
し
た
言
、
会
の
主
主
の

食
品
明
記
食
べ
、
な
い
工
う
に

し
た
長
、
飲
h

伊
水
在
拍
問
毒

し
た

p
、
火
炎
樹
慣
の
品
開
岡
弘

手
を
沈
円
て
沈
静
す
る
と
と

で
す
。=

一
、
動
部
品
悼
の
緩
い
抗
&
つ

げ
る
己
と

お
か
ら
入
づ
た
赤
痢
潟

件
数
が
少
な
く
て
も
、
体

の
綴
っ
て
い
早
跨
辻
、
泌

総
に
な
っ
て
し
ま
ら
の
叫
に

す
か
ら
、
体
壮
大
災
に
す

る
と
し
し
も
大
細
川
な
の
で
ナ

務
総
に
於
今
の
州
問
、
発
λ
会

な
棉
掛
田
却
の
あ
る
テ
除
後
穏

や
そ
の
偽
有
効
な
ザ
デ
税
問
中
点

法
が
た
い
引
の
で
、
論
例
制
協
約

双
方
法
で
捻
あ
普
ま
す
が

以
ふ
み
の
さ
う
に
身
体
絡
に

胤
将
側
締
役
丈
夫
に
す
る
と
と

明
、
ァ
.

mw

時
ザ
ゆ
釘
洗
う
こ
と

は
、
出
回
日
渡
の
ち
宇
都
桝
で
も

図
、
五
枚
は
細
流
が
し
み
端
組

っ
て
地
相
品
ん
に
湾
総
治
闘
が
つ

告
い
ま
す
の
で
紙
の
枚
数
配

ふ
や
し
、
用
促
後
は
必
や
J

総
務
総
明
、
d
T
を
洗
い
ま
し

主
う
。
終
は
一
…
一
N
N

石
茨
抽
出

水
「
磁
波
紋
一
一
一
八
万
水
九
七

分
L

S

M

N

タ
レ
J
J
'
i

ル
氷

「
タ
レ
ゾ
l
d
W
M
一
一
分
水
九

七
分
」
叉
間
的
佼
後
だ
け
勺

な
く
瑠
料
開
唱
鶏
、
食
泌
氏
も

手
投
淡
う
こ
と
が
、
肝
心

情
、
、
時
惜
し
れ
だ
け
在
じ
た

お
か
げ
で
感
染
E
ま
災
、
か

れ
た
人
も
あ
告
ま
す
@

州W

椀
糊
&
締
純
臨
時
す
る

M

』

と
中
お
然
強
在
意
設
も
ら
ず

の
な
、
織
が
そ
の
川
税
制
測
れ
な

閑
散
し
ま
す
か
ら
、
ヒ
mu

閥糊

続
初
出
除
せ
ね
ば
ゑ
ち
ま
や

ん
。
と
れ
に
段
D
n
u
T
、

m
n
w
n
c
絡
を
ま
く
か
、
常
棋

は
…
阪
づ
つ
い
ね
九
〕
即
時
執
す
か

級
協
仏
部
四
時
間
や
後
犯
の
ま
わ

き
の
牛
ん
を
か
舎
と
っ
て
地

中
間
開
く
と
の
必
死
う
め
る

と
と
で
ナ
。
次
氏
昨
日
開
駄
を

浴
治
ナ
る
と
と
℃
、
榊
税
総

剤
、
各
相
判
「
ゾ
ー
ル
料
開
い

と
か
n
u
n
u
m
i
砧
刑
務
、
}
七
品
開

組
制
紛
れ
忽
ま
く
と
と
が
必
艇

の
じ
ず
。
そ
円
一
肋
鴨
問
凶
作
山
叫
入

問
料
品
れ
ゑ
い
よ
7
に
、
使
間
m

mu
窓
に
内
川
A
W
総
監
冷
タ
ム
た

担
、
汲
取
口
問
絞
れ
正
し
た

h
p
、
ど
み
絡
に
衰
を
す
る

こ
と
が
N
W
W
択
で
す
。
食
議

開
閉
に
も
級
学
期
踏
を
し
ま
し

子
Am

民
J

。
mw
食
物
の
浅
一
滋

生
水
、
生
物
は
ね
に
す

る
と
と
は
会
く
危
険
な
と

と
で
す
か
ら
、
と
れ
放
出
向

来
日
ゃ
だ
汁
火
h
w
v

滋
し
ザ
丸
か

ら
一
食
べ
る
官
世
間
払
致
し
ま
し

L

ょ
う
。
線
開
慌
の
洗
い
方
も

氷
山
滋
な
ら
み
ぷ
を
出
附
し
た
ま

主
、
品
対
一
戸
…
決
な
ら
何
回
も

水
を
と
り
か
え
て
洗
い
流

す
こ
と
が
必
擦
で
す
。
と

の
時
、
開
制
凱
析
を
後
え
開
同
札
離

も
小
賞
金
怖
に
す
。
一
皮
食
物

に
つ
い
た
赤
紫
お
必
例
府

側
聞
も
ゑ
き
て
い
ま
す
。
品
や

か
ん
で
は
一
一
一

J
向
日
、
ベ

ン
や
肉
類
で
は
一
期
坦
問
問
も

袋
詰
℃
い
桟
ナ
。
叉
冷
努

践
の
・
中
件
、
は
じ
っ
と
必
引
き

て
い
て
鉛
え
ま
せ
ん
か
ら

冷
議
療
に
入
れ
た
か
ら
と

安
心
す
る
こ
と
攻
防
楽
堂

サ
ん
e

山
内
飲
み
水
の
法
裁

泌
総
し
た
水
道
の
あ
る

ぬ
な
ら
流
山
y
m
究
会
で
す
が

問
氷
時
に
は
柿
開
校
滋
録
、
か

ち
岡
山
水
が
入
っ
た
れ
ジ
し
ま

ず
か
ら
ゆ
絞
殺
し
な
り
れ
ば

な
h
U
J

ま
叫
ん
@
中
ん
も
体
悦
叩
哨
到

の
由
史
が
ぶ
ん
/
¥
ナ
る
止

ろ
ゐ
な
ら
ば
受
益
{
マ
ナ
。
体
昨

日
戸
水
松
ポ
ン
プ
式
の
州
問
級

品
は
怒
ら
ぽ
先
中
ノ
安
全
マ
す

が
、
楠
臥
陥
恥
式
た
ち
一
弁
日
問
削
粥

か
ら
統
制
融
公
ゃ
、
汚
水
が

し
み
込

we危
険
も
ら
善
寺

ナ
し
、
州
刊
に
綾
部
出
の
時
制
廷

に
労
一
一
戸
が
あ
る
場
合
汗
夏

に
な
る
務
会
に
、
水
質
倹

官軍
v

在
し
て
も
ら
ラ
カ
が

rh

h
F
T
7
6
川
川
水
絡
を
附
税
約

ナ
る
時
吋
は
一
度
火
b

定
数
ず

か
、
丸
山
仙
沼
凱
析
で
一
治
毅
し

て凶
m
い
る
こ
と
で
す
。
腕
刊

に
川
川
上
m
W
4
8
に
下
衆
南
思
考

が
い
る
均
時
弘
必
?
と
れ
主

行
会
ゑ
い
と
み
入
料
開
校
と
と

に
た
お
ノ
ま
ナ
。

ハ悶刈松山側榊
V

社
金
敬
脊
晋
停
滞

の
悲
鋒
に
裁
で

品
科
技
郁
子
湾
総
伎
の
皆
様

に
よ
っ
て
給
油
関
さ
れ
て
い

る
校
会
出
松
宮
間
関
休
険
制
相
当

数
一
事
る
と
と
a
A

思
い
ま
す

れ
波
浪
の
と
こ
λ
務
緩
に

わ
か
っ
て
凝
り
ま
サ
ん
の

句
、
加
判
か
k
f
h
e
M
況
も
総
じ

て
e
d
点
字
ま
一
容
が
。
今
後
の
社

会
品
収
資
。
凝
縮
慨
を
同
期
す
る

意
然
か
ら
も
隊
等
印
凶
体
の

建
時
開
謝
料
殺
を
附
附
担
、
気
駒
内

さ
れ
た
回
明
る
い
級
品
械
の
時
間

務
に
努
力
E
殺
し
た
い
と

思
い
い
ま
ず
の
で
、
一
山
総
だ

制
州
の
湾
側
同
品
悼
の
登
録
を
絞

W
間
後
災
会
官
常
務
局
ま
で
桐
判

然
山
内
側
関
い
を
い
ず
。

登
録
さ
れ
わ
似
体

一
、
務
災
会
、
胤
刊
年
臣
、

学
生
命
、
会
後
w
関儲糊間関

体
、
敵
艦
舛
受
品
開
災
後
間
同

体
、
各

V
F
F
品
l
V

2n

ン
田
凶
然

後
時
持
さ
れ
る
内
容

一
、
参
綾
田
山
体
名
及
び
会

n
u
m

〆

二
、
ん
消
防
川
机
飢
M
A
び
会
nhH
の

民
お

ndnuv

，事

B

一
ニ
、
留
品
作
佼
刊
は
お
知
的

農
山
繁
揺

訪

詑

運

動

閥
撚
般
消
開
制
に
あ
た

h
仲
間
流

叫
燃
職
制
在
料
削
図
市
中
の
我
孫
子

肘
町
東
潟
仲
間
加
料
品
組
令
(
柑
割
合

国
故
機
滋
燥
機
販
州
司
馬
〉
マ
位

五
汚
一
一
一
十
二
時
総
務
綴
問
客

及
び
我
孫
子
附
町
役
鉱
閉
め
後

後
と
後
係
チ
ゴ
ル
ブ
附
問
山
川
内

線
の
穣
援
の
も
と
に
も
町

内
会
議
砧
棋
に
柏
市
っ
て
骨
材
搬
機

液
体
ba
実
施
し
た
0

4
ナ
予

と
一
日
午
校
世
間
出
窓
し
、
会

や
納
得
v
品
官
批
摘
し
み
を
い

ま
し
め
‘
蜘
料
必
の
注
意
と

努
力
ぷ
よ
っ
て
際
的
国
在
も

っ
て
m
必
然
を
仲
間
仕
し
、
出
明

る
い
仲
間
み
主
い
附
町
在
補
地
設
一
を
爽
特
織
す
ぺ
く
機
知
相
在
線
一

し
よ
う
と
、
ス
ピ
ー
カ
ー
一
ジ
て
お

F
ま
す
が
脅
さ
ん
一

を
議
じ
悶
え
ま
情
、
出
品
納
得
に
一
日
仏
・
お
か
れ
℃
も
仲
間
臨
防
相
陪
融
持
一

つ
と
め
、
帥
村
げ
い
時
織
の
乎
も
一
を
抽
出
め
て
い
伊
災
時
ん
藍
た
い
一

倍
h
p
た
い
と
一
試
う
悶
凶
総
中
一
と
思
い
ま
す
@
一

の

人

々

の

設

同

開

設

ひ

い

…

…

宅

…

受

給

霧

笛

の

幻

一

室
見
並
び
に
想
嘉
一
鐙
会
に
つ
い
て
…

綴
じ
沿
い
て
は
袋
町
出
口
氏
機
会
た
母
体
在
育
成
し

時
抑
制
品
州
制
会
設
時
眠
の
計
一
鈎
を
℃
ゆ
く
た
め
に
は
相
刊
と
い
い

滋
め
で
凝
る
の
で
皆
様
方
つ
で
も
大
量
な
闘
何
時
組
と
し

の
側
協
力
攻
鈴
緩
い
す
る
一
て
、
同
比
臥
耐
側
側
梢
制
収
r
b聖
堂

本

毘

防

捨

メ

モ

一

す

。
一
と
の
受
験
蹴
開
館
に
つ
い

金
野
の
水
田
七
一
点
八
時
一
て
泣
時
昨
年
采
数
地
阪
で
幻

品F
m
w
m
穏
も
先
月
・
γ
夜
間
持
綿
油
会
ー
を
問
問
者
そ
の
絡
線
に

綴
よ
ち
始
め
ら
れ
博
開
花
よ
…
治
的

J

て
骨
ま
し
た
が
、
ま

り
で
は
多
少
の
第
十
小
泉
も
…
だ
隊
機
し
な
か
っ
た
地
区

あ
っ
た
よ
う
で
る
る
か
、
一
が
少
い
の
で
、
今
後
あ
ら

大
然
水
ロ
月
八
総
領
ま
で
に
一
ゆ
る
機
会
設
約
困
却
し
て
、

終

γ
し
決
。
と
れ
か
ら
は
一
と
の
幻
総
合
致
燃
を
た
い

本
間
同
後
滋
綴
ぶ
入
っ
て
い
一
と
用
品
っ
て
い
る
。

く
む
け
で
あ
る
が
、
駒
内
問
調
一
蒸
し
七
人
で
も
十
人
で

に
つ
い
て
は
徐
被
、
終
点
、
一
も
開
き
た
い
希
刺
繍
嚇
刊
か
あ

汲
犯
、
病
府
民
答
時
間
際
線
緩
ん
れ
ば
何
時
吋
如
何
た
お
機
附
朗

々
、
あ
げ
ら
れ
る
け
れ
仲
間
、
…
叫
い
"
も
刷
出
す
こ
と
が
で
な
ω

る

附
州
開
時
点
山
弘
知
刊
と
い
い
つ
で
も
…

ω
刑
、
、
同
比
ゑ
鞘
停
に
榔
押
逮
捕
特

約
市
以
後
段
体
問
m
u
悶T
繍
対
策
-
下
活
い
。

と
制
線
機
で
あ

b
ま
し
工
一

5
・
と
れ
枕
怖
に
悶
附
し
て
は

町
内
と
し
て
も
本
月
二
十
日
一

回問主

b
十
日
開
削
除
の
予
定

を
以
っ
て
会
機
終
判
明
綴
州
知

女

雲

b
h
r
 

H
V
 

勾

待

出

樹

A
7
抑
制
開
明
日
に
絡
え
そ
う
も
な
弘
投
開
州
総
か
訟

州
開
校
緩
み
ん
で
鱗
闘
し
畳
間
ら
ふ
土
人
婚
か
な

日
γ
アω
女
mw
制
閣
に
撫
程
一
字
た
ら
門
院
に
作
ち

新

母

体

ゑ

子

府
討
を
減
る
人
に
そ
び
え
し
自
営
不
二

務
総
唱
泣
き
手
入
れ
ナ
み
た
い
や
ぶ
ど
ろ
樹

僚
議
ち
て
く
る
州
問
を
縫
え
て
中
山
品
争
に
け
-P

お

弁

仁

ふ
へ
叫
判
制
駒
市
り
判
例
変
徐
々
と
務
の
紛
れ

骨
同
仲
刊
に
本
品
"
や
欄
純
資
く
な

b
に
け
り

申
替
の
数
段
タ
嶋
鳴
ら
母
に
疲
れ
あ
き
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